
   Manuel Valera Trio
[ プロフィール ]
Manuel Valera　マニュエル・ヴァレラ：Piano

     ハバナ生まれ。

2000 年以降、 ニューヨークに移りニュースクールに学ぶ。 彼はビル ・ エヴァンス ・ チック ・ コリア、

キース ・ ジャレットの影響を受ける。

卒業後、 ニューヨークを拠点に演奏活動を始め Dafnis Prieto、 Arturo Sandoval、 Paquito D'Rivera、

Brian Lynch、 Yosvany Terry, Jeff"Tain"Watts 、 Lenny Whit 等のグループに参加する。

2004 年に、 John Patitucci(b)、 Bill Stewart、 Horacio"El Negro"Hernandez(ds)、 Semus Blake(ts)

の豪華メンバーで初のリーダー作 「Nueva」 をリリース。

また、 2005 年から 2007 年の間、 ドラマーの Antonis Sanchez と Ernesto Simpson、 サックス奏者の

Seamus Blake と Joel Frahm、 ベーシストの Bill Stewart と James Genus 、 そして、 パーカッションの

Luis Quintero をそれぞれフィーチャーした CD 「Historia」 「Melancolia」 「Vientos」 をリリース。

2012 年にキューバとアメリカの混成ユニット New Cuban Express を結成し 「New Cuban Express」 を

リリースする。

Hans Glawischnig ハンス・グラウィシュニグ：bass
1970 年、 オーストリアのグラーツ生まれ。

ピアニストでビッグバンド ・ リーダーでもあった父の影響で、 ６歳の頃にはグラーツ音楽アカデミー特待生クラスにヴァイオリニストとして在籍。

13 歳でエレクトリック ・ ベース、 16 歳でコントラバスを始める。 その後２年間にわたって Wayne Darling よりベースを学ぶ。

高校卒業後、 奨学金を獲得してバークリー音楽大学へ入学。 入学後は、 Bruce Gertz に師事。

1992 年に学士を取得後奨学金を獲得しニューヨークへ移住してマンハッタン音楽学校の修士課程に編入する。 同校では Jeff  Andrewswhile 

に師事し、 1994 年に学位を取得。 1995 年、 新進気鋭なメンバーとともに Bobby Watson のバンドへ参加し、 翌年には Ray Barretto の

バンドへの参加で一躍注目され始める。 その後も、 Paquito d'Rivera や、 David Samuels、 Bobby Sanabria、 Rick Margitza、 Garry Dial、

Billy Harper、 Richie Beirach、 Billy Hart、 Joe Locke、 David Sanchez、 Dave Binney、 Ken Hatfield、 Adam Rogers、 Mark Murphy、

Stefon Harris、 Claudio Roditi、 Donny McCaslin、 Billy Drewes、 Ari Hoenig、 James Moody、 Jamey Haddad、 Brian Lynch、 Phil Woods

、 Claudia Acuña といった一線で活躍する音楽家達と数々のレコーディングと共演を行なってきた。

 E.J. Strickland  E.J.・ストリックランド 　：drums
フロリダ州ゲインズビル生まれ、 マイアミで育つ。

シンフォニー ・ オーケストラのパーカッショニストでジャズ好きな父親の影響で幼少より、 マイルス ・ デイビス、 ジョン ・ コルトレーン等

のジャズやスティービー ・ ワンダー、 レッド ・ ツェッペリン、 ジミ ・ ヘンドリックスなど様々な音楽を聴きながら育った。 

当然ながら、 彼は音楽に興味を持ち 11 才より勉強を始め 1 年後にはプロを志す。

高校はマイアミの 「ニューワールド ・ スクール ・ オブ ・ アーツ」 に進み、 クラシック音楽とジャズを学び、 特にエルビン ・ ジョーンズ、

フィリー ・ ジョー ・ ジョーンズ、 トニー ・ ウイリアムス等の影響を受ける。

さらに、 マイアミで行なわれたジャズのクリニックに参加した時、 ウイントン ・ マルサリス、 ジョン ・ ファデス、 ボビー ・ ワトソン等の

1988 年に参加した David Sanchez のグループにて制作した作品がグラミーにノミネートされる。

2001 年にはフレッシュ ・ サウンド ・ ニュー ・ タレント (FSNT) より初リーダー作 『Common Ground』 をリリース。

2008 年、 チック ・ コリアを初めとした豪華メンバーでレコーディングされた全曲オリジナルの 「Panorama」 を発表し、 見事なコンテンポラリー ・ サウンドを構築している。

各作品へのアプローチやメンバーの起用など総合的な視点で自身の音を作り上げた作品として周囲を驚かせた。

2012 年、 3 作目 「Jahira」 では２作目とはうってかわったサックスとドラムとのトリオ編成の作品をリリース、 陰影の際立つ音でリスナーを魅了する作品となった。

Jazz はもちろん音楽世界の一線で活躍中のベーシストである。

 　

指導を受けてニューヨークに行く決心をする。

 '97 年、 ニューヨークの 「ニュースクール」 に入学し、 ピアノと作曲を勉強すると同時にドラムスをジョー ・ チェンバース、 カール ・ アレン、 ルイス ・ ナッシュ等に師事

する。 また、 彼の双児の弟マーカス ・ ストリックランド (ts) のグループに級友のロバート ・ グラスパー、 ブランドン ・ オーエンスと 在学中より、 ウイントン ・ マルサリス、

アビー ・ リンカーン、 クリスチャン ・ マクブライド、 ハービー ・ ハンコック、 ダイアン ・  リーブス等のグループで演奏し大きな話題となる。

 現在のニューヨーク ・ ジャズ ・ シーンで最多忙なファースト ・ コールのドラマーの一人である。

2013 年にリリースした 「Expectativas」 はグラミー賞の候補となる。

2004 年と 2006 年の "Great American Jazz Competition" のファイナリストであり、 2005 年と 2006 年の "ASCAP ヤング作曲家賞 " の受賞者で、 2013 年には

"Chamber Music America New Works " を受賞している。

キューバの新世代のピアニストとしてニューヨークのジャズ & ラテン ・ ミュージック ・ シーンを支える重要な存在である。


